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藤代高等学校進路指導部

１ これからの大学に関する文部科学大臣メッセージ（要約）

（生徒たちに対して）
・今後５年後、１０年後に向けて、入試において文系・理系の区別なく広く深い学びが評価されるようにな

るなど、大学が大きく変わっていくこと

・これからの時代、理系は「男の職場」と言った固定観念はなくなっていくことから、自分自身が興味を持
てる分野、得意な分野を徹底的に追求し、自らの可能性を広げてほしいこと

（保護者に対して）

・特にＩＴ系の人材は2030年に最大79万人も不足するという予測もあるなど、理工系学部を卒業した学生は

男性、女性を問わず産業界でも強く求められること
・「女子は文系」といった固定観念から離れ、子供たちの幅広い選択を支えてほしいこと

（令和４年５月２５日付）

５年後、１０年後なら自分の大学入試には関係ないじゃん、と思うかもしれませんが、わざわざ大臣がこんな

メッセージを発信するということは、みなさんが大学を卒業する頃には、大学だけでなく社会全体がこう変わっ
ているということです。みなさんは今後４０年以上（！）も、社会に出て働いていくことになると思われるので、

よく考えて進路選択をしてください。

２ ２０２２年入試のトピックス

（１）北関東国立大学工学部の偏差値低下

４図が示すとおり、茨城・宇都宮・群馬各
大学の工学部が従来より下位の受験者層から

合格者を出すようになりました。
宇都宮大学工学部は進研記述模試で偏差値

４３で合格率７０％でした。茨城大学も偏差

値４３では合格率５２％で、合格する可能性
の方が高いです。そして下限を見ていくと偏

差値３７でも４人に１人は合格しています。

群馬大学に至っては偏差値３５
以下でも５人に１人は合格してい

ます。理系のみなさんは強気で行きましょ
う。

（２）私大は二極化

２０２１年入試は右図のとおり帝京大学が全学部定員割
れするなど、都内の私大の志願者が激減しました。「帝京大ほどの

有名大学がだめならそれより下はどうなってしまうんだ」という声が
聞こえてきました。

２０２２年入試もその傾向は変わらなかったようでした。
それどころか、例の学歴フィルター事件（「大東亜以下」ってやつ）



のせいもあってか２２図のとおり、Ａランク（早慶上

智レベル）、Ｂランク（ＭＡＲＣＨレベル）、Ｃラン
ク（日東駒専レベル）の大学群が志願者を増加させる

一方、それ以外の大学群は志願者減となり、二極化し

てしまいました。
その結果、定員割れした大学は前年の３１％→今年

は４６.４％と大きく増加しました。

とはいえ、みなさんが行ってもいいと思
うような私立大学は志願者増ということで

す。引き続き、厳しい入試が続くと思われます。

（３）女子大も倍率低下

下表のとおり、女子大の倍率低下が著しく、最難関の津田塾が倍率１.４倍です。１４人中１０人が

合格ですよ。以前と比べると隔世の感です。日本女子大や昭和女子大も倍率１倍台の学部があり、高校入試並
みの倍率です。予備校の人が「いずれも有名女子大ですので、これ以上偏差値表のランクは下げられない状態な

のですが、実際は驚くほど下の偏差値帯からも合格していますよ。」と言っていました。

３ 学年別のアドバイス

（１）３年生へ

① 第一志望を貫き、科目を絞らないようにしよう

② 英検２級をとろう

①乱暴な言い方をすると、共通テストで５教科７科目を５０％（大学によっては４０％台でも）得点すること

が国公立大学合格への条件です。それに対して私立大学は３教科すべてで７０～８０点とらないと合格できませ
ん。１つでも取りこぼしたらアウトというのが私大入試です。年度当初の進路希望調査では国公立大学志望者が

過半数でしたが、例年この時期になると「やっぱり科目の少ない私大にしようかな。」という生徒が現れます。

「私大の過去問を解いてみたら半分くらいはできたので、もう少しだ」と思うようですが、できた半分の問題は
基本レベルの問題です。ここからさらに点数を稼ぐには応用レベルの難問を正解していかなくてはなりません。

それは本人が思う以上に茨の道です。共通テストで３０点を５０点にするのと、私大の入試問題で５０点を７０

点にするのでは第三者の視点で見ると、前者の方がはるかにやさしいです。

今年の共通テストの結果を見ると、藤高生の数学の最下位は数ⅠＡ、数ⅡＢとも８点でし

た。その最低点をとった本人が「合格体験談」の日に語っていたので再掲しますが、共通テストは７科目もある



ので、苦手科目があっても他の科目で１問か２問ずつ多く得点できれば十分合格可能です。

その卒業生も無事に国立大学に合格しています。ですから今の時点（なんなら試験当日まで）で苦手科目があっ
ても決してあきらめないで第一志望を貫いてください。

②英検２級を取得しておくと日東駒専や大東亜帝国レベルのほとんどすべての大
学、それどころか、明治学院大学や獨協大学といった外国語をウリにしている大学で

さえも、入試で英語の試験を免除してくれたり、英語の得点を８０％
保証してくれたりする制度があります。

右表は「２（２）私大は二極化」で志願者増したランクの某大学における藤高生の
英語の入試結果です。表の左端が得点です。英検２級取得者は８０点もらっていて、

そうでない生徒との得点差は歴然としています。これを見て想像がつくと思います

が、卒業生の話によると、英語の問題の難易度は「私大の入試問題＞共通テスト＞英
検２級」の順に難しいそうです。まだ英検２級を取得していない人は（１、２年生

も）、１０月の英検をがんばりましょう。

（２）２年生へ

① 自分の志望校を決めよう

② 修学旅行が終わったら受験勉強をはじめよう

①部活動の練習とかを想像してください。「とにかく『よし』って言うまで走れ」と言われて走るのと「グラ
ンド１０周」のようにゴールをあらかじめ知って走るのと、どっちが楽でしょうか？結果的に同じ距離を走るこ

とになったとしても、ゴールが決まっている方がずっと楽に走れると思います。勉強も同じです。

ですから仮でいいので、とにかく志望校を決めてみてください。本当に行きたい志望校が出てきたら、その時、

志望校変更すればいいのです。また、一人で走るよりは 友達と一緒に走る方がずっと楽だと思い

ませんか？友達は代わりに走ってくれるわけではないのに、自分だけではないとわかると、なぜか楽になります。
だから一緒に勉強する仲間を作ったらいいと思います。同じ時間・同じ場所で勉強しなくても、今はいろいろア

プリ等があるので、classiとかで学習時間を競ってみたりするのもおすすめです。「受験は団体戦」とい

うのは本当ですよ。同じ志望校の人と一緒に学習できたら最高ですね。

②毎年、ほとんどすべての進学校の先生が言う台詞に、「修学旅行が終わってすぐに受験生に
なった生徒は第一志望校に合格できる」というのがあります。そして３年生の冬にその話につい

てどう思うかを質問すると「今思い返してみると、そのとおりだ」と卒業生たちは毎年答えます。
今年も一人でも多くの２年生が受験生になってくれることを期待しています。

（３）１年生へ

① 文理分けをよく考えよう

② 前期（夏休み前）のやり残しを清算しておこう

①これまた３年生の冬に、「人生をやり直すとしたらどこからやり直したい？」という質問をすると、「１
年生の文理分け」という意見が大変多いです。卒業生の話では、「１年生の時は、卒業後の進路は遠い先

の話で、実感がないままコースを決定してしまったけれども、後から考えるとあれが一番大きかったと思う。」

とのことです。文系に進んでしまってから、独学で物理や生物の勉強をして理系の大学を受験するのは大変です。
理系から文系に行くのも同様です。ゆめゆめ「英語が苦手だから」とか「数学がわからないから」とかの消極的

な理由で選ばないように。３年生へのアドバイスにあるとおり、苦手科目があってもなんとかなります。特に、

１年生なら克服する時間も十分にあります。自分が将来やりたいことを考えて進路選択してください。

② 入学してから３ヶ月ですが、授業で分からないことはありませんか？たった３ヶ月のことですから、

今ならいくらでも挽回可能です。夏休みのうちに先生に分からないところを聞いておきましょう。


